
平成２４年度 第２学年 保健体育科（保健分野）シラバス
観点 観点 観点 観点

月 章・単元 学 習 内 容 時間 達 成 目 標 主な評価方法 � � � �

４ � 環境の変化に体はど １ ○身体には、環境に対してある程度 観察
健康と環 う対応するか まで適応能力があること、また、 （授業態度、発 ○ ○ ○
境 快適で能率のよい生活を送るため 表、授業準備、

５ 快適な環境の条件 １ の温度や明るさには一定の範囲が 提出物）
あることを理解する。 定期テスト

部屋の空気をきれい １
６ に ○飲料水や空気は、健康と密接なか

かわりがあることから、衛生的な
水とわたしたちの生 １ 基準に適合するように管理する必
活 要があることを理解し、自分の生

７ 活と照らし合わせてみることがで
し尿・生活廃水の処 １ きる。

９ 理
○廃棄物は衛生的に、また、環境の

10 ごみの処理 １ 保全に十分配慮して、環境を汚染
しないように処理する必要がある

環境の汚染と保全 ２ ことを理解する。
11
� 傷害の原因と防止 １ ○自然災害や交通事故による傷害は、観察

12 傷害の防 人的要因や環境要因がかかわって （授業態度、発 ○ ○ ○
止 交通事故の現状と原 １ 発生することを理解する。 表、授業準備、

１ 因 提出物）
○応急処置の意義と手順を理解し、 定期テスト

交通事故の防止 １ 実際の場面に適切に行うことがで
きるように、実習を行い習得する。

２ 自然災害に備えて １

応急手当の意義と手 １
順

３ 意識がない場合の手 ２
当て

きずの手当て １
・日常的なけが
・止血法
・包帯法

合計時数 １６
観点� 関心・意欲・態度 観点� 思考・判断
観点� 運動の技能 観点� 知識・理解

第２学年 保健体育科（保健分野）の評価規準
関心・意欲・態度
○ 毎時間の授業準備がきちんとできる。
○ 積極的に自分の考えを発表でき、他の人の考えも聞くことができる。

思考・判断
○ 毎時間の学習内容を工夫してノートにまとめることができる。
○ 学習ノートの問題を解き、期限内に提出することができる。
○ 教科書の内容が発展的に理解できる。

知識・理解
○ 教科書の基本的な内容が理解できる。


